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研 究 主 題

〈生徒一人一人が課題 をもち,

意欲的 に学習する指導の工夫〉

1主 題 設 定 の 理 由

生涯学習社会の到来とともに,学 習環境の整備 も進み様々な条件や場が設定 され,そ れに

伴い人々の学習に対する要求もます ます高まってきている。 そうした中で学校体育にも生涯

体育 ・スポーツとい う広い視野からの取 り組みが求められるようにな ってきた。

そこで,学 校体育では,生 涯体育 ・スポーツを重視 し,楽 しさや学び方を学ぶ学習を取 り

入れ ることが必要になってきた。

それは,生 徒の能力や適性に応 じて,適 切な運動実践の方法を身に付け,各 種の運動能力

や運動技能を高めるとともに学習が生活に生かされ,生 活の一部 としての運動の心得 活動

の方法を身につけさせることであ る。そのためには個に応 じた学習指導の工夫が重要であり,

自ら主体的に取り組む授業の改善を図 らなければな らない。

体育 ・スポーッを生涯を通 じて生活の一部にするためには,運 動 に親 しむとともに,生 徒

一人一人が自分の課題をもち
,そ の解決と意欲的 な学習態度を形成 させ ることが重要である

と考え,主 題を設定 した。

皿 研 究 の ね らい と仮 説

1研 究のね らい

(1)一 人一人の生徒が意欲をもって学習に取 り組める課題のもたせ方を工夫する。

② 生徒一人一人が課題解決を目指し,意 欲的に学習に取り組む指導の在り方を工夫する。

2研 究の仮説

α}生 徒一人一人に応 じた学習情報を提供することにより主体的に課題を持つことができ,

意欲的な学習態度が形成される。

② 場の工夫や声かけの工夫をすることにより,意 欲的な学習態度が形成 される。

(3)生 徒一人一人の良いところを認めていけば,意 欲的な学習態度が形成 される。

生徒が意欲的に学習す るためには,一 人一人が適切な課題 をもつことが最大のポイン ト

にな り,そ のためには多方面か らの援助が必要になる。
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課題を解決す るためには,種 目の正 しい理解と自分の現在の力の把握が重要であり,ま

た教師や友達による適切な助言や励 ましが必要になってくる。

本研究では,生 徒が課題を明確につかむことができれば意欲的に学習に取り組むことが

でき,体 育学習が これからの生活に生かされると考えた。その方法 として次の三点を重視

した仮説を設定 し,研 究を進めた。

① 種 目や学習方法を例示することにより,種 目の理解を深め自分 のつまずきを発見 し,課

題を明確にすることができる。

② 場の工夫や用具を整理することにより,十 分な学習がで き,ま た教師や友達の励ましに

より楽 しい雰囲気が作 られれば,意 欲的に課題に取り組むことがで きる。

③ 自己評価 ・相互評価を大切にするとともに,教 師が生徒一人一人の良い所を認めること

により意欲的な学習態度が形成 され る。

皿 研 究 の 方 法

1「 器械 運動 」「陸上競技 」「球技 」の計3分 科会 を設定 し,研 究を行 った。

2生 徒の各領域 ・種 目に関す る意識調査 を行 った。

3生 徒に課題 を持たせ,主 体的 な学習 を促す ために,「 器 械運 動 」「陸上 競技 」「球技 」

とも種 目選択を行 った。

(1)「 器 械運 動 」においては,「 マ ッ ト運動 」「平均 台運 動 」 「跳 び箱運動 」を同時 に開

設 し,こ の中か ら2種 目を生徒が選択 し,男 女共 習で行 った。

② 「陸上競技 」においては,「 短距離走 ・リレー 」「長距離走 」「障 害走 」か ら1種 目

「走 り幅跳 び 」「走 り高跳 び 」か ら1種 目を生徒が選択 し,男 女共 習で行 った。

(3)「 球技 」においては,「 バ ドミン トン 」「卓球 」か ら1種 目を生 徒が選 択 し,男 女共

習で行 った。

4生 徒一人一人 が意 欲的 に取 り組め るような 「教師のはた らきか け 」について研 究 した。
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】V研 究 の全体 構造

1運動に親しむ習慣の育成

1 課題の持 たぜ方の工夫一人一 人の生徒が意欲 をも って学習 に取 りf

1健康の増進と体力の向上}

生徒一入一人欄 解決を目指し意欲的に学1

研 究'の 仮 説

・生徒一人一 人に応 じた学 習慢軽 を提供 す るこ とに よ り、主体 的
に課題 を持 つ ことが でき、意 欲的な学習態度 が形成され る。

・場の工夫 や声 かけの工夫 をす ることによ り、意欲的に学習 する

態度が形成 され る。
・生 徒一人一人 の良 い所 を認 めて いけば、意欲 的な学習態度が形

成 され る.

法方習。学る、す成究編研ブを一方ル仕グの、定究設研のの
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V研 究 の 内容

1器 械運動

(D意 識調査 の結果 と考察

① 意 識 調査 につ いて

ア 目的 「器械運 動」 の領 域 について の興味 ・関心 と、友 人及 び教 頗 との関わ りを把握 し、意 欲的 な学習 態度 を高め

るための指 導の参 考資料 とす る。

イ 時 期 平成4年7月

ウ 対 象 研究員所 属校1年 生 男子316名 ・女子268名 合計584名

② 結 果(数 値 はす べてパ ーセ ン ト)

A.男 子と女子瀞同じ腫目を行なうことにっいrLどう思います,,

ア.榔坊紅 繍 疎しくできる 男 32X 女 50X 船 41X

イ.加鋤 る旋 っまら加 男 24x 女 17x 鴛合 21X

ウ.加 ら齢 男 40X 女 29X 飴 35X

B.体 育の撰業中、先生ひら勃 られたり励まされたりしたこと軍あります卓.

ある 兄 63X 女 72X 船 67X

ない 男 36瓢 女 27翼 齢 32X

D.体 育の摸業中、友人ひら鞭えてもらったこと部あります,,

あろ 男 64覧 女 82X 鴛合 72X

ない 男 34% 女 17瓢 船 zsz

C.体 育の畏粟中、友人浄ら罰 られたり鋤まされたりしたこと郡あります浄.

ある 男 63x 女 8i瓢 雛 74x

ない 男 32瓢 女 18% 飴 25X

E.B・c・Dの 中に「あるJと各えた人は,そのことで「颪強ろう」1上手になりたいjというような童歌瀞でました距。

0た 男 77X 女 87X 艦台 81X

で妙 った 男 14X 女 6x 飴 10X

・F .(a)先 生浄ら,自分たちで鍾習の計画を立てたり、鯨習方法を工夫したhする晴闘争ヒント・アドバイスを受けたこと瀞あります幽」.G.{a)マ,ト ・雛ぴ糖・乎均台卓ら2鍾且を群 としたらどれとどれを翻 ま†,,

ア.時闘を順いたこと∬ある

イ.ヒント・アドバイスを受けたこと∬あろ

男 34覧 女 37x 雄合 3fiX

けたこと鯖 ろ 男 53% 女 53% 飴 53X

(b)「 ある」と客えた人は,自分たちで計iしたり.数えあう俸育の掻業についてどう思いますか,

ア.自分たちで工夫してできるのでやりたい

イ.飼を行う浄決まっている方部よ4ｺ

男

男

52瓢 女 51X 胎 52X

23瓢 女 2隅 船 22瓢

マット

鴨 台

跳び塘

マット

鴨台

礁ぴ籍

男 18X 4DX 33X

女 25% 40% Sox

飴 2EX pox 31瓢

③ 考察

ア 男 女 共 習授 業 に つ い て,女 子 は 肯 定 的 な と らえ 方 を して い るが,男 子 は わ か ら な い と答 え て い る生 徒 が 目立

ら,1年 時 か らの 取 り組 み が 大 切 で あ る。

イ 励 ま しにっ いて の声か けは、教師 よ りも生徒 か らの声 か けが 多 い。 また 、その声 かけが 励み とな って意欲が でた とい

う生徒が 多い。

ウ 教 師か らのア ドバ イス にっ いて は、53毘 に とどま って お り今後 の 課題で あ る。 また 、時間 を与 え 自主的 な学 習を させ

るに あた っては 、経 験が少 ないの で今後 、時間 をかけ指導 して い く必 要があ る。

工 自分た ちで計画 し教え あう授業 にっ いては、約 半数の 生徒が 自主 的に学習 した い という結果 が表れ た。

オ3種 目か ら2種 目の選択 では 、男女 共跳び箱 ・マ ッ トの希望 が多 く、そ の中で特 に跳 び箱 を希 望す る生徒 が多 い。そ

の理 由 を見る と.も っ と上 手 にな りた いが圧倒的 に多 い。
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(2)特 性

① 一般的な特性

ア 器械運動は これ まで,克 服型 の運 動 と して取 り扱 われ てい るが,実 際には体操競技 に も

み られ るよ うに,他 と技 ので きばえを競 い合 う競争 型 の運動 で もあ り,同 時に技達成 の要

素を持 つ運動 であ る。

イ 『技の達成 』と『で きばえ 』に最大の楽 しさや喜 びが見 出 され るスポーツで あ る。

ウ 空間 におけ る身体支配能 力を高め ることがで きる。 不安感 や恐怖 感を伴 う運動で あ り,

それ らを取 り除 くため互 いに補助 した り,協 同の練 習 によ って安 全に留意す る態度 が養わ

れ る。

② 生徒 か ら見 た特性

ア 新 しい技 がで きた ときに満 足感が得 られ る。 工 恐怖感が あ る。

イ お互 いに助 け合 った り,教 え合 った りしなが らで きる。 オ 柔軟性が要求 され る。

ウ で きる,で きないがは っきり してい る。

㈲ 指導計画作 成上の留意点

① 自主的 に活動で きるように学 習情報 を準備す る。

② 自己の持 ってい る力を把握 し,学 習 に生かせ るカー ドを作成す る。

③ 合併 クラス とし教 員を複数 配置に してチ0ム テ ィーチ ングとす る。

④ 選択制 の授業 として 自主 的学習時間 を確保 し自ら学 ぷ力 を育 てるよ うにす る。

(4)学 習指導の工夫

① 一人一人 の課題 に応 じた資料 や情報 を提供す る。

② お互 いの教え あいや助 け合 いを大切 にす る。

③ 用具 ・器具 の効果的 な利 用法 を生徒 自身の創意工夫 によ って見つ け させ るよ うにす る。

④ 生徒 自身 で課題解決 の方法 を見つ け られ る場 の工夫 をす る。

⑤11ラ ックス した雰 囲気 のなかで練 習で きるよ うBGMを 使用 す る。

(5)学 習のね らい とみちす じ

① 学 習 の ね ら い 自己の能 力に応 じた各種 の技 に挑 戦 し,そ の技 がで きるよ うになった

り,よ り上手 にで き るよ うにす る。

② 学習のみ ちす じ ね らい1… 今で きる技 を使 って 自己の課題 に挑 戦 して楽 しむ。

ね らい2… 新 しい技に挑 戦 した り,で き る技 を さ らに 習熟 させ た

り して楽 しむ。
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{6}指 導計画 対象学年 第二学年

跳び箱 平均台

グ ル ー ピング と役割勇 担

練 習計画 ・課題 設定

授業の進め方

補助法

セッティング法

種目の紹介

段階的学習の仕方

反省会の進め方

準備体操を考える。

ね らい … い ろい ろな種 目に触 れて

楽 しむ。

自己の能 力 を知 る。

補 助 法 を知 る。

課 題 の見 っ け方 を知 る。

「ね らい1」 … い ま で き る技 を使 って

自己の課 題 に挑 戦 して 楽 しむ。

「ね らい2』 … 新 しい技 に挑 戦 した り

で きる技 を さ らに 習熟 させ た り して楽 しむ

『ね らい1』 『ね らい2』 につ いて

スパ イ ラル型 で学 習 を進 め る。

指導

*自 分 の力 を知 り、無理 のな い よう に

安 全 に活 動 させ る。

*各 自の 課題 に そ って練習 させ る。

*技 を 十分 理解 させ、 段階 的 に練 習

す る よ う助言 す る。

*オ リエ ンテ ー シ ョン

1、 連動 の 特性 を理解 す る。

2、 学 習全 体 の見通 しを持 っ とと もに

学 習の 仕方 を理 解す る。

3、 現 在 の 自分の 力 にあ った運動 の仕 方 を

み んなで 相談 しな が ら工夫す る。

4、 自分 や グル ープ の課題 を決 め る。

5、 学 習 カ ー ドや学 習資料 の活 用 の仕方 を

理解 す る。

生 徒の 側 の活動

*運 動 の特 性 に触 れ楽 しむ。

*自 己の能 力 、興味 を知 る。

*3種 目か ら2種 目を選 択 す る。

*グ ル ー ピン グと役 割 の分担 をす る。

自分が で き る技 を

連 続 した り組 み合

わせ た りす る。

自分 が で きる技 を

安 定 した動作 で

で きる よ うにす る

平 均 台

自分が で き る技 を

連 続 した り組み 合

わせ た りす る。

自分 ので き る技 の 確認 をす る。

お互 いに補 助 を する。声 を掛 け 合 う。

安 全 に留 意 し練習 を進 め る。

頑 張 ればで きそ うな新 しい技 に取 り組 み,

組 み合 わせ技 が円滑 に で きる よ うにす る。

3種 目か ら2種 目を選択 し自分 た ちの練 習計 画 にそ って

学 習 を進 め る。

1グ ル ～プ は6～8名 とす る。

r自 発的 。自主 的な学 習』

1、 今 の 自分 の 力が正 しく分 か る。

2、 自分 の 力にふ さわ しい課 題が 分か る。

3、 課 題を解 決 す るた めの活 動 を選択 した り工 夫 で きる。

4、 で き栄 えを 確か め る ことがで き、 次の 課題 が分 か る。

5、 学 習 の全体 的 な進 め方 が分 か る。

*学 習の 発表 ・鑑 賞

今 まで練 習 して きた技 を発 表 しあ う。

*学 習 の反省

rど ん な こ とが 楽 しか った か」rう ま くで き たと ころ はど こか」

『ど ん な工夫 がで きたか」 を話 し合 い、個 々 に反省 す る。
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(7)実 証授業指導案(15時 間中の7時 間)

① 本時 のね らい

ア 練習 の場や用具 の安全 に留意 し、楽 しく ・意 欲的 に学習す る こ とがで き る。

イ ー人一 人が 自分 の能力 にあ った学習 課題 を解 決す るため 、お互 いに 協力 して学習 する ことが で きる。

ウ ー人一 人がい ろいろな技 に挑 戦で きるよ うにす るe

② 指導 内容 と方法

ア 器 械運動 のマ ッ ト ・跳 び箱 ・平均台 の中か ら2種 目を 自由に選 択す る。

イ 班編 成 は男女混合 を基本 とし、 自由に編 成す る。(1班6～8名)

ウ 班 の中で係 分担(班 長 ・副 班 長 ・記録 ・体操 ・用具)を 決め、 自主的 に活動 で きるよ うにす る。

工 自己の学 習課題(め あて)の 反 省 、班 学習 の反省等 を個 人カー ドや班 ノー トに記 入 させ 、 自己や相 互の 評価 と共 に、

互 いに助 け合う(ア ドバイ ス)学 習の 工夫 と次 回の学 習課題 を理解 す る.

オ 資料 集 を参考に して、 各種 日の技の ポイ ン トを正 しく理解 す る。

③ 学 習の展 闘

導

入

10

分

展

開

学 習 の 内 容

① 班集 合 ・整列 ・挨拶

② 器具 ・用具の 設置

③出欠席の確認

④めあての確認 ・準備運動

学 習 の 活 動

①各班で整列し挨拶をする。

②各班で協力して、安全に器具を
設置する。

③班ごとに出欠を確認し、班長が
教師に報告をする

④班ごとに、本時の学習のめあて
を確認し革備運動をする。

教師 の働 きか け(☆,工 夫6.評 価a、 助 言)

S班 全体 を見 回 り、適切 な ア・ドバイ ス をす ると

ともに健康 状態 を観察 す る。

● 協力 して安 全 に器具 を準備 して いたか観 察す

る。

費 個 々の能 力の違 い を理 解 させ 、お 互 いに励 ま

しあい 、助 け合 うこ との 大切 さを語 りか けて

い く。

☆ 班 で作 った準備 運動 を行 なわせ る。(BGM)

マ ッ ト ・跳び箱 ・平均 台の 中か ら選 択 した2種 目を練 習す る。

マ

幽
『
ム
ロ

豊
ー
均

■
肩
㎡
り
儲
網

ー
30

分

ま

と

め

10

分

共通学習
基 本 練 習

《マ ッ ト》

鹸転,養転.日 卿首藍

獺職蟹・働立満転等

《跳 び 筍 》

■縣 び・赫 えこみ跡

台上龍

《平 均 台 》

莇歩き・贋歩き・交差

しゃ∬み立ち歩き・走る

o

個別学習
少し進んだ段階

`マ
ット→ 眞方・何方偶立回転等r鍵び緬

→ あむむ膿 び等

平均台 → スキップ・ターン等

①後片付け

② 班の反 省 ・個 人の反 省

③整理運動

④全体の反省

⑤次回への連絡

①基本練習をする。

②各自の課題に従って練習する。

③個 人カ ー ドの種 目を選 択 し、工

夫 しな が ら練 習す る.

④ 資料集 を参考 に しな が ら肖分で

ポイ ン トを確 認 し、でき る技 を

練 習す る。 また、 各自の到達 目

標 を設 定 し、適 切な 課題 をも っ

て安全 に練習す る。

⑤班 員の 試技 を見 た り、ア ドバ イ

ス をした り して協力 しあって 練

習す る。

⑥必 要 に応 じて補 助 した り、用 具
の工夫 を して練 習す る。

① 各班で 準備 した器具 ・用具 を協

力 して 安全 に片付 ける。

② 各班で 、班 ノー ト ・個人カ ー ド

を使 い反省会 を開 く。

③ ス トレッチ体 操 を行 い緊張 を ほ

ぐす。

④ 各班 長が本時 の反 省を簡単 に発

表す る。

⑤ 本時 の成果 を理解 し、次 回の確

認 をす る。

S器 具 ・用具 を工夫 して練 習で きるよ うア ドバ

イ ス をす る。

☆BGMを 流 し場 の雰 囲気 を高め る。

s段 階的 に練 習す る こ とをア ドバイ スす る。

■ 選 んだ種 目の ポイ ン トが 、把握 で きて い るか

どうか観察 し、評価 して い く資料 とす る。

6お 互 いに励 ま しあって いるか ど うか を観察す

る。

● 努力 してい る生徒 の意欲 を認め る。

Sお 互 いに技能や フォーム をチ ェ ック しあ い、

技能 の向 上が図れ るよ うに ア ドバイ ス をす る

S班 員か ら信頼 され る補助 者にな れ るよ うにア

ドバイ ス をす る。

☆ 課題達 成の具体 的方 法 を工夫 させ 、継 続 して

学習 させ る。

s自 己課 題や班 目標 につ いて、 自己評価 ・相互

評価 がで きるよ うに ア ドバイ スをす る。
'Q無 理 のな い課 題設 定 を促 す

。

● 楽 しかった 場面 ・頑張 った場 面な どを取 り上

げ 、認め 励ます。
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(8f資 料

(A)場 の工夫 体 育 館 配 置 図

貯 一ジ

酋
隔

習

■
褥

重
ー

臨月

倉

鴨鳴習瓢▼始

魅祐R舶

榊
÷
、÷

回

囲

ε
國
聰

と

び

範

4

台

聰
口

口

口

f

(B)学 習資料 例(跳 び箱.台上前転) 例(平 均台 ・上がり方)

(1)片 足踏み切り跳び上がり

鴇

擁 ズ

練習 のポ イ ン ト

1.1塗 い踏 切か ら腰 を高 く上 げ る。
2.両 丁を跳び箱の手 前 に着 く。
3.体Tiを よく支 え、背 を丸 くして回転 す る。
4.腰 を仲ば さないよ う注意す る。(身 体を そ らさな い。)
5.足 を帥ば して 薪地す る。

練 習のポイ ン ト

1.振 り上 げ足 と両 腕の振 り上げ る タイ ミングが同 じにな るよ

うにす る。-
2.台 上 に跳び 乗 った らす ぐ両足 をっけバ ラ ンスが とれ るよ う

にす る。
3.し ゃがみ立 ちポーズ で止まれ るよ うにTc心 を低 くす る。

補助のしかた 補助のしかた

軌ガ⊥既榊膝で手の方一
う

。

も

つ
、持

。
て
を

つ
当

腕

前

こ
ト
b

モ

ア

噌
」
f
j
ま

じ

ん

こ

横

を

時

の

手

地

台

片

薔

1

9
Ω
q
U

・片足で踏 み切 る。 ・振 りf:げ 足は まっす ぐに出 す
。

・胸 を張 る。

*そ の他、床の上で何度も練習するv跳 び箱や長椅r・ 平均台
の低いものを使って互いに補助 しあって練習するとよい。
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(C)班 ノート

.

月 日 曜ロ 段時.

欠儲 見学壷1 記儲一一.

〈 絹 のめあて 〉

〈 学勘 容 〉

〈 耕 の瀬 〉 翻 刑 蕊5芒 藷 甘 控::・ ・U.p
.で8rtか,た ・藁 しくなか,た ・x

巳

班 員項 目

一

賓全 にできr_か 一

一

{

{

.

一 一.

一

一

一 {

一.

一

→

一

wカ してで きたか 一

_.

一一

一

一

一.

■ 一

臼主的にで0た か

秦 しく靖勤 でaた か 一 　

斬しい歴ができたか

一 　 一,

一 一

工夫して活動で茜たか

〈 猫 への努加 標 〉 〈 総合評価>

ABC

一

(E)個 人カー ド(例.マ ツト)

(D)実 証授業の様子

『班で協力して(補助)、跳び箱の台⊥前転を

楽しく学習しているようす。』

熱灘i;婁'.

マッ ト自己評価表

・記 評 夢.㌔ ・

臨 舞y賊 婁

露避

蝕

ii
・1繍 購,

夢〆塾 畢

鴨i麟

〆ジ

^:ヅ

出 顎
隔

　　一鼎 晶蠕.締鶴 難載i齢 総 蝋 轄'

..麟 雛 難 階 囎 器 、÷,、轟蹴 、

噸 幽

よ{量置「一石那 　日"亀'
1肺 の仕万ASC

項

目

遡帆
した
もの

難
易
腐

＼湯 。。裳
① 月 旦 ⑦ 月 日 ① 月 日

.④ 月 日
⑤ 月 日 ⑥ 月 日 ⑦ 月 日 ⑨ 月 日 ⑨ 月 日一.

謝髄 て
一

回

転

系

A
援

転

嬉

騨

前転 123 123 123 113 ilzs 123 123雪 123 123

A 開脚前転 i123r 123 123 iia 123 い23 123! 123
.

;Iz3
8 眺び前転 123 123 123

…123
123

.
123 123 123 1231

C 停瞳絢簸 et23
國

123 1231 11・9

; }lss 1tta }123 11z3 {,23
A 韻転 123 t23 i23 iz31 jIYJ μ23 h23 Erral iia!

圏

A 開卿後転 {123 hz3 123 臼23 iza hz3 j}13

.

1123

一

i123

B 伸膝後転 j123 123 123 1Y3 ilsコ
2 123 !23 」123 1tz3

B

'i

ま

ん

転

益

t#

側方倒立回転 123 123 いz3
-.

123」 123 123 iS23 123 113

H 前方倒立回転 123 123 123「 123 123= 123 i123. 123 ・1zぎ
.

C 前方例立回転跳び j123 123 123 113 123 123 123 123 123

.
B 輯はねお塵 いz3 i23 12i 123 123

「 123 123' 口23 123

日 酋はねおき
'・
.123 123 i123= 123 :,123 123 ':123

一

123 口23

巧

技

系

B

鶏弩

鋒

四倒立 '123 123 123 123 S23 123 123 123 12コ

A 首。肩倒立 123 iz3 ilzコ i123 123 123 123璽 123 !23

C 倒立 ':123; 123 123! 123 123 123 123
.

1z3 123

B 片足水平立ち } … i … 旨

C 支

建
郡

片足黛回 … i i …
…

一

=

c 開陶入れ … …
マ

i = …

一

…

c 脚前峯支持 き … … … i

本時の総合評価 A8C ABC んBC AEC ABC ABC ABC Aac aac

先生からのア ドバイス
幽

.一

一
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(9)本 時 の結果 と考 察

① 結果

ア 種 目や技 を生 徒一人一人 が選択す ることに よ り,意 欲的 に楽 しく学習に取 り組 む ことが

で きた。

イ 学習 の過 程で,資 料集 を活 用 しポイン トを確認 しなが ら学 習す ることがで きた。

ウ 各班 で,準 備 や片付 け等 の役 割分担 がで きてい るので,班 ごとに自主的に活 動で きた。

工 班 学 習の場 面で,生 徒が相互 の課題 を解決す るために,男 女が お互 い に教 え合 い,励 ま

し合 う姿 がみ られ るよ うになった。

オ 授業 の中で適切 な助言 をす ることによ り,で きなか った技 がで きるように なった り,ま

た,新 しい技 に挑 戦す るよ うにな った。

カBGMを 使 用す ることに よ り,リ ラックス して楽 しく学 習す ることがで きた。

キ オ リエ ンテー シ ョンと共通学習の時間 を確保 した ことに よ り,班 の活 動が スムースにで

きた。

ク 個人 カー ドや班 ノー トを活用す ることによ り,生 徒の意識が高 まり,自 己評 価 ・相互 評

価 を効果的 に行 うことがで きた。 また学 習課題 の解決に役立 った。

ケ 個人 カー ドを点検 す ることによ り,生 徒一人一人 の学習の様子が理解 で き,励 みに なる

評価や次時 の授業 のめやす となった。

コ 器 具 ・用具 の配 置や,場 の工 夫をす るこ とによ り運動量が確保 で き,安 全 に学習す るこ

とがで きた。

② 考 察

ア 種 目選択 ・グル ー ピング ・役割分担等 のための オ リエンテーシ ョンは,意 欲 的に楽 しく

授業 を進 めるために,1～2時 間の時 間確保 が必要で ある。

イ 選 択制 授業の班 学 習を意欲 的に学 習 させ るため には,班 や一 人一人の課題 を明確 に させ

ることや.課 題解決 の ための資 料提供,教 師 の適切 な指導 ・助言 が大切で あ る。

ウ 学 習カー ドを活用す ることによ り,班 や 自己の課題が明確 にな り,自 己評価 ・相互評価

が で きるが,カ ー ド記入に時 間がかか るので,簡 素化 され た カー ドの工夫 が必要 であ る。

工 器具 ・用具の数 や場の工夫 によって運 動量 は確保 で きるが,安 全面で は十分 に注意す る

必要 があ る。
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2陸 上競技

(1)意 識調査の結果と考察

① 意 識 調 査 に つ い て

ア 目 的

イ 時 期

ウ 対 象

「f上 競 技 」 の 領 域 に つ い て の 興 味 関 心 を 把 握 す る 。 さ ら に 、 選 択 制 に 対 す

る 意 識 を 把 握 し 生 徒 選 択 制 に お け る 授 業 の 展 開 を 考 え 、 意 欲 的 に 学 習 に 取 り 組

ま せ る た め の 指 導 の 参 考 と す る 。

平 成4年7月

研 究 員 所 属 校17校1学 年 男 子302名 女 子251名

計553名

② 結 果 (数 字 は す べ て パ ー セ ン ト)ロD

男 子 女 子

1,体育の投業駐好きですか

㌫
so

40

20

Q

2,体育授業で、全員で同O種目をやるの炉良いですか

㌫ 自分で選択してやるのが良いですか
・60

40

20

0

全員で同じ種目 自分で翻 する よくわからない

3、陸上競技の中で、好きな(興味のある)種目は何ですか

㌫

30

zu

to

0

一

短距離走・リレー 長距離走 障害走 走リ高とび 走り靴び 特龍し

③ 考 察

ア 「体 育 の 授 業 は 好 き で す か 」0)項 目 を 見 る と 、 生 徒 が い か に 運 動 が 好 き で あ る か が

わ か る 。 体 育 の 教 師 と し て 日 頃 の 実 践 で さ ら に 創 意 、 工 夫 を し て 、 生 徒 が 自 ら 進 ん で

意 欲 的 に 授 業 に 取 り 組 ん で い く よ う 、 日 々 研 究 を し て い か な け れ ば な ら な い 。

イ 選 択 制 の 授 業 を 約 半 数 の 生 徒 が 望 ん で い る0ま た 、 よ く わ か ら な い と 答 え て い る 生

徒 が22%い る が 、 種 目 の 選 択 や さ ら に は 学 習 方 法 の 選 択(自 ら 考 え そ れ を 実 行 し て

い く)を 通 し て 意 欲 的 に 学 習 し て い く 姿 勢 を 学 ば せ た い 。

ウ 陸 上 競 技 の 種 目 の 中 で 、 長 距 離 走 の 興 味 は や や 低 い が 、 ほ ぼ 全 種 目 に わ た っ て 平 均

的 に 生 徒 は 興 味 を 持 つ て い る 。 し た が っ て 、 選 択 種 目 は 与 え られ た条 件 の中 で,数 種 目を

同 時 に開 設す る こ とが 必要 で あ る。
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② 特 性

① 一般的特性

陸上競技は,走 ・跳 ・投の個人的な運動で,「 よ り速 く走 る」「より遠 く,よ り高 く跳

ぶ 」「より遠 くへ投げる」をねらいとし,自 己の能力に応 じて挑戦 し,課 題 の達成に取 り

組んだり仲間と競争 したりす る運動である。

② 生徒からみた特性

陸上競技は,記 録や順位がはっきりし,具 体的な 目標をもちやす く,自 己の記録の向上

の喜びや競争する楽 しさを味わえる運動であ る。

㈲ 指導計画作成上の留意点

① アンケー ト調査により,生 徒の興味 ・関心等の実態を把握するとともに,学 校や地域の

体育 ・スポーツ活動の実態を考慮 しながら生徒 による種 目選択を実施する。

② 生徒が,興 味,関 心,能 九 適性 に応 じて課題をもち意欲的に取 り組むようにする。

③ 中学生の体格や体力を考慮 し,学 年 に応 じてより効果的に技能が高まるようにす る。

④ 共通学習では,各 種 目に必要な基本的技能,知 識を身につけさせ,陸 上競技の喜びや楽

しさを味わえるように指導計画を作成する。

⑤ お互いに教えあい,助 け合 うことのできる学習形態を考え る。

(4}学 習指導の工夫

① 生徒一人一人に応 じた学習情報を与えることで,意 欲的な学習態度が形成され る。

ア ー人一人の課題に応 じた資料や情報を提供す る。

イ 自己やグループの課題をもとに した学習計画の作成を指導する。

ウ 課題解決のための学習方法を,一 人一人が見いだせ るように指導助言す る。

工 学習ノー トを利用 して,段 階的な課題解決ができるように工夫させ る。

② 場 の工夫や声掛けの工夫をすることにより,積 極的に学習す る態度が形成される。

ア 用具 ・器具の効果的な利用法を生徒自身の創意工夫によって見つけさせるようにする。

イ ー人一人の実態や課題に応 じて,適 切で しかも適時な助言をす る。

ウ 生徒 自身で課題解決の方法を見つけられ る場の工夫をす る。

③ 生徒一人一人の良いところを認めていけば,意 欲的な学習態度が形成 される。

ア 上達 したときや課題解決のための適切な方法を考えついたときには必ず認め評価する。

イ お互いの教えあいや助け合いを重視する。

ウ 学習ノー トを利用 した自己評価や相互評価を行 うことで良いところを認めてい く。
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(5}指 導計画(第 二学年)

*学 習 方 法 '馨晶 魏 叢寛蒲 魏 巽癖 調 骸 車鰭 目あ遙扁 鐸 醗 喫 蘭 を轄 す翫

*ね らZ、

・学習1の ね らい ・今で きる技能で自己の記 録を知 ると同時 に、各種 目の特性 を理解 し楽 しく運勤 が行 える.

・学習2の ね らい1今 の自分 の力 に合 った競技の しか たで、 いろい ろな人や チー ムと競争 しあ ったり記録や タイムに挑戦す る。

2高 まった力に合わせて競技の しか たを新 し く決めて、 競争 しあ った り記録 やタイムに挑戦す る。

*時 間 配 分 と 内 容

走の種 目(短 距離走 ・リレー、長距離走、障害走)跳 の種目(走 り幅跳 び、 走り高跳び)

時間 12395 S7891011

内容 糀 糎 鶉舗鰭習)籠募鴨 し麟 顯の鐡

*展 關

123 4 J 678 9 io

鵯 ㍉履 腸 轄習) 糀騨準縷 騰 軸

ン

毘

ヨ
解

確

シ
理

の

一
の
性
識

テ
れ
特
知

ン
流
の

エ
の
目

ル

リ
習
種

一

オ
学
各

ル

*

*共 通 学 習

☆基馳 躰 嚇 能の学翫 通して

響 朧 畿 鱗 婆繋 勧摯㌻乙能力)を知る
・種 目を選択す るめやす にす る

担
画
定

分
計
設

割
習
の

ー
役
練
場

離
・
尺

一
題
具編

-
(

り

し

弱

傭

づ

ト
で

プ

一
プ

　
ノ

一

ル
習

ル

グ
学
グ

-

り
白
3

*選 択 種 目 の 学 習

学習の漉れ

課題設 定(個 人 ・グルー プ)

1

学習計画立案

t

練習(グ ルー プ ・個入)

1

自己評価 ・相互評価

*記 録 会

'鵤騰 鑑 織
する

・学習全体のま とめをす る

目標は達成 できたか

C
謀 題は達成 できたか楽 し

かったこと良
か った こと

予想される課題

*短 距離 走 ・リレー
・バ トンパスの しかた
・最高ス ピー ドでのパ ス
・スターFの しかた

ム}オフの
る

時

め
壽

た
る
か

め
り

高

と

を

の

疾
を
走
カ
ス
法

方り

す

走

ば
り

の

伸
走

ル
グ
を
な

バ
ン
ト

ル

　
リ
イ
カ

タ
ド
ラ
ミ

間
力
離
久

一
吸
法
走

ン

一
ト
ズ

中
脚
距
持

ぺ
呼
毒
生
音
イ

ハ
ス
リ

:

長

:

:

障

:

・

・

*

*

」
些

方

高

た
せ
ム
法
た

た
た
ム
た
を

び
鴇

砺
躍
㍑

砺
功

難
鵬
騒
ゆ
融
却
紹
齢
秘

劫
鍵

漕

瑚
嘆
毒

*

*

敦師側働きかけの観点

騨 縣灘螺 す一 言)
・学習の流れが理解できたか

・各種目の特性が理解できたか

(A)

(A)

・今までに学習 した技能を発揮 して楽 しくで きて

い るか(BC)

・種 目を自分で選べ る能力が身についたか

(B)
・各種 目の鯨習方法がわか り(そ の種 目の何の

課題の練習か)そ れを選択授業の時に活用が
で きるか(B)

・種 目選択が適切に行 われて いるか(BC)

・グループ での話 し合 いの 内容が協力 して行われ

て いるか(BC)

・学 習ノー トの内容が 理解 でき、記人方法がわか
ったカ、(AB)

畳讐 酷 論 駿 騙:ル　プの課粍 響

」グループや個人の課題が 克服 されてい るか
(BL)

・個 人の課題 に対す るつまずきはないか、 また、
そのつまずきに対 する学 習方法 が適切に行われ
て いるか(BC)

・学 習ノー ト、及び、 資料 を適切に活用で きて い
るか(AB)

・各 自意欲 を もって 楽 しく取り組 めているか

(c)
・学 習計画 が適 切でその計 画に沿 って学 習ができ

ているか(BC)

・各自の役割 に責任 を もち、 グループが協 力して行
っているか(BC)

安全に留意 して学 習を行 ってい るか(B)

・お互い に評価を しあって、協力 し学習を して

るか(BC)

・学 習の まとめが各 自で きてい るか(BC)
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(6)実 証授業指導案(陸 上競技)(11時 間中の7時 間目)

〔本時のね らい〕

① 一人一人の訟題 にあった練習を考える ことにより、自上的、意欲的 に取 り組む ことができ る。

②練習の場や用 具の安全に留意 し、お互 いに協力 して楽 しく学習す ることができる。

③ グループ ごとに自己評価、相互評価 を行 い、次時への課題が もてるようにす る0

導

入

0

」
∫

ー

ラ

展

髄灯

0

玉
」

3

ノ
ノ

ま

と

め

拍

分

学習の内容 ・学習活動

① 整列 ・挨拶 ・点呼(健 康観察)

②本時め学習内容 の説 明

短距離走 ・リレー 長距離走

③めあての確認
④準備運動(班 ごとに行う)
⑤川具の準備

*各 班は 自分たちの練習計画に基づいて練習する。

◎練習例(生 徒が立てた糠習計画の例)

① ス ター トダ ッ シ ュ

練 習 。

② 流 しスター トか ら

加速 し、中lll1疾走

フィニッシュの練

習。

③バ トンパ スの練習

④50Mを 全力で走

る。

⑤80Mを 全力 で走

る。

⑥ 汰 のバ トンパ ス
による5UMW。

(タイムを計る。}
・班の仲問 と競走

す る。

1⑦ トラックを使ったリレー。
・交替で タイムを

取 り合 う。

*お 互い に練習を

見合い、課題,

問題点 を指摘 し

合 う。

①ペース走。(一 定
のペースで走 り、

自分にあったペー

スを体で覚える)
・目標の ラップタ

イム を自分で確

認 しなが ら走る

② ビル ドアップ走。

(1周 ごとにラッ

プタイム をあげて

い く。)
・Il標のラップタ

イム をn分 で確

認 しながら走る

③時澗走。
*班 員にラップの

遅れや、オーバ
ーべ一スなどを

教え,目 標が達

成できるように

援助 し合う。

④ イ ンタ ー バ ル トレ
ー ニ ング 。

上_

教 師 の働 き か け 〔情 報{a},工 夫 〔b},
}___r_____ 一}一 　 　一

・本時 の学習の進め力にっいて十分理解

めあてをもって学習に取 り組めるよ う

障害走 短距 離 走 ・1ルー 長距雌走 n
・一人 一人が班や個人の課題 をしっか り

う に させ る。(a)
・種 圓にあった準備運動 にな るよ う助言

・川具、学習 の場の安全に留意 させ る。

す る 。

呪

① 歩きハー ドリング ・バ トンパ スが ・白分 に あっ た ・課

(基本的なハー ド うまくいかな ペー スを考え 練
リングのフォーム い とき に は 、 るきっか けを い

を身 に っ け る。) 凍因を考 えさ あ た え る。(of 確
せ る0(aHb1 ・ラ ップ タイ ム ・課

②抜 き足の練習。 ・ゲ ー ム化 す る を確認する方 に

ことで競いあ 法を一1二夫で き ド

③1歩 ハ ー ドル。

④5台 のハー ドル を

眺ぶ。(個 人の能

力に合わせたイン1

劣讃雌議制
駕讐碧倒
一 ン 、 タ 、 タ ン■

タンの リズムをっi

鵯}勧 フオj
i

ム を3L合 い.課1

題,問 題 点 を 指1

摘 しあ う・l

i

って 上 達 して

い け る よ う助i

1-1する 。(aKc)',
・ス タ ー トダ ッ1

ヒ 　

誕汚鯉豹

撒 奨

るよ う助 言す

る 。{a)(b}1
・ペ ー ス の遅 れ1

　

な どを 教 え あ1

い、 記 録 の 向i

l二につ な げ ら 】
旨

れ るよ う助 言

す る。(aKb)

い るか ど うか1㌦ ㌔暉'しい とき に

確 認 す る。

(h1

レ 砿 った生徒

励ましあえる

ような劣幽気

作 りを心がけ

るOfb1

を ほめ て い く

(C}

障害走

・課題 にそった

練習ができて

いるか どうか

確かめる。〔b)
・課題 の個人差

に応 じたハー

ドルのセッテ

ィングができ

るよ う助言す

る。(aXb}
・ス トライ ドを

膿 讐劃
習 を反 復 す る1

よ う助LIす る1

(aNb}
・リズム よ く走

れ た者 を認 めi

て い く。(C)

・リズ ムが 取 れ

な くな った 者

1琵 書 で`aili_

に戻 るよう助

言す る。(鎖b)

①片付け

② 整理運動(班 ごとに行 う。)

③ 評価 〔学習ノー トに、 自己評価、相 互評価 を記入する,)

④本時のまとめ と次時の確認。

⑤挨拶

◎ 工夫 した練習を認めて いくよ うにす る(b}(c}。

◎お互 いに助 言しあえるよ うな学習の手順 にな
るようはた らきかける{bXc}。

◎ 役割 を分担 し、手際よく学習で きている班 を

認めていくようにする(c)。

◎練iiが うまくいかない班が見 られた ら、班長

を集め適切な練習ができるよ う助 言する。(b}

ド 音楽をかけて リラックスさせる.

⊥i一

」～ 皿 一 一一 一一L_一_一 一__.,

・協 力 して で き るよ う声 を か け る。{b1

。(c}
・き ち ん と話 し 合 いが で きて い るか 確 認 す る 。{b}
・個 人 、 班 の 目標 が 達 成 で きた か 確 認 す る。(b1
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(7)資 料

〈 計 画 ・ 評 価 用 紙 〉

月 日 曜日 校時 欠儲者 見学者

噛

一

本時の

めあて.

班

一.

臥
一

学習内容

本駒諦

一一 一.

よくできた…Oだ いたいできた …O

あまりよくできなかった … △

斑員名

評価項目

T

脇力してできた

自主的にできた

..

.

藁しくできた
　 }

. 一 一 一.

工夫してできた

安全に活勤できた

昌

頑張って繍習できた L i'雪

飴諦
ゴ ー 一

「 一 一 一一

次時への

努力目標
..幽..一.一.胴.雪'一 一

一.

.」

A.13C
,一 一 一 一一 一 一 一幽..一..

〈 短 距 離 走 ・ リ レ ー 記 録 用 紙 〉

〈評価 よくできたOだ いたいできたOあ まりよくできなかった△〉

一

螺i
3呵 目}秒

に爾 『一『轟一
i_i_._

評召扁 「-r-.『 一 「醗

覧 騒離iil∴

「繭 　 T・囲

スタートダッシュが力弧くできた

前傾姿勢を保って加速できた

中問疾走でストライ ドを仲ぱせた

最彼までスピードを落とさずに走れた
一 一一 一 一.■.-一}一 一

「i

__」

1リ
　

レ ー一一斗
lI　 1回 目I

L--P-一 一一・・1・+

12川1、
r-

　

1芝回目1….
141呵ll

職i人 数
一

　

町A

記録

1
ー
工

-
上

」

A
…
竺

　

　

　

一

-
.

.ー

.
-
ー

ト
.

ー
L

闇

.

"

一

嘘

-

評価項目1記 箱
　.}'"一,"一 一'一'一 一一 一".1'-1"一 「.一

墜 璽 壁 た一一...-1-
i切轡 で甥 逝 塾 ■

崖墨]

〈 畏 踵 離 走 記 録 用 紙 〉(1。OOM・15。OM)

1周

2周

3周

4周

5周

周

閥

6

7

7周 半

「

響豚轡 仏遡..….塗 ド塑 準 墜 ‡_一?
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(8}本 時の結果 と考察

① 結果

ア.陸 上競技の全種 目を経験させたことにより,基 礎 ・基本技能の習熟とその種 目の特性や

自分の特性を知 ることがで き.種 目を選択するめやす となった。

イ・ 各種 目の学習内容(情 報の提供やグループ編成など)を 工夫 したことにより,生 徒の興

味,関 心,能 力に応 じた選択ができ,生 徒 自ら課題に取 り組んだり,練 習を工夫 したりす

る姿勢がみられた。

ウ.簡 単で使いやすい学習 ノー トや事前に資料を準備 した結果,自 己の学習の課題を見つけ

たり調べたりす る工夫や,進 んで自己評価や相互評価をしてい くなど学習に対す る積極性

が見 られるようになった。

エ.男 女共習に したことで,お 互いに励まし合ったり,助 け合 うなどの相互の協力や思いや

りの精神が養われた。

オ.3種 目を2人 の教師で指導す るために安全面での不安 もあったが,あ らか じめねらいや

内容を理解させておいたことや,毎 時間の学習 ノー トの点検や助言をす ること1ζよって,

i)一ダーを中心に工夫 して学習が行えた。

② 考 察

ア.克 服的スポーツである陸上競技での種 目選択においては,種 目により人数にかたよりが

できる可能性がある。 したがって学習内容の工夫や生徒同士の話 し合いによる調整で,選

択人数のバ ランスをとることが必要である。

イ.選 択制の授業では,生 徒一人一人が十分 に活動できる施設や用具の数や量,使 い方の工

夫などが大切 であり,生 徒の自主的活動に応 じての適切な助言や学習情報の提供をす るこ

とが必要であ る。

ウ.男 女共習の選択制授業については,男 女の心理的,体 力的特性を考慮 した中学生期特有

の差恥心等の指導 も含め,一 年時よ り3年 間を見通 した男女共習の選択制授業の学習形態

の工夫が必要である。

エ.選 択制授業では事前にねらいや授業の内容などを十分に理解 させてお く必要がある。そ

のためには,オ リエンテーションでの指導を重視す ることが大切である。
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3球 技(バ ドミン トン ・卓球)

(1)意 識調査の結果と考察

① 意識■査 について
目的:球 披領域のバ ドミン}ン についての興味 ・関心を把握 し、意欲的な学習藤度壱養う距めの指導の参

考資料とする。
時期:平 成4年7月 対象:研 究員所属校1年 生(男 子305名 、女子252名)

② 結果(数 値はすべて%)
Q1あ なたがやってみたい球技の種目は何ですか。[項 目】[勇 子][女 子]

男子 女子
一

バレーボ ール 7 15
バスケッ ト 18 20
ハンドボール 7 3
サツカー 22 9

闇

崔

1ソ フト於 ル

1

1 5
蟹 腰 15 4

4 is

睡 毒ントン
ii

茸1 6

テニス s 22
9 2

善の搾% ]00 100

Q2(a)あ な たは これ まで にバ ドミン トン を経験 した ことが あ りますか 。

男子 女子

冒

[項 目] 〔男子〕[女 子]

ア 迦び樫度 .. 63
イ 本格的に 12 33

_!2授 業でオ
なし

3 3
z9 i

合 計% 10U ioo

(a)で 経 験 し距 こ とが ある(ア ～ ウ)と 答 え拒人 は 、バ ドミン トン をど う思 い ま したか(複 数選 択 可)

ア
イ

ウ

エ
オ

カ

キ

気軽 に楽 しめ る
シャ トルが 当た らず 大変 で あ った
ラ リーが続 くと楽 しい

シ・← トル コ ン トロ ール カf難し い
サ ーブ 、ス マ ッシ ュが う まくい くと

楽 しい
ゲ ーム は楽 しめ るが 、小 人数(2人
～4人)し かで きな い

その 他

6
60
勢
釦
45
ω
35
菊
匹
2D
15
皿

日舞

川rh
%ア イ ウ ェ オ カ キ

Q3バ ドミン トンに どの よ うな イメ ージ を持 って い ます か。

ア か っこ いい スポ ーツ

イ 気軽に男女一緒に楽 しめ る

ウ ハ ー ドなスポ 。ツ

エ 難 しいスポ ーツ

オ その他

男

Q4バ ドミン トンに 対 して期 待 、希望 す るこ とが あ ります か0(複 数 回答 可)

60

ア 授業に取 り入れてほ しい

イ 自分達の地壊や家庭でや りたい

ウ 社会人になってもや りたい

エ その他

冒

〔項 目][男 子][女 子]

ア

ー イ
ウ

4

sa
l4

s

73
12

工 8
12

goo

3
6

ioo台義

縢

塵
③ 考 察%ア イ ウ エ

ア 男 子の経 験 し距い種 目 の4番 目が卓 球 で、女 子 の3番 目i'バ ドミン トンが挙 げ られ それ ぞ れ1割 強 の 希

望で あ る。
イ レク リ ェーシ ョンの バ ドミン トン では経験 者 が 多 く、場 所 を広 くとらな い こ ともあ り手 軽 に楽 しめ 、 ラ

リーが続 い た り、 サ ーブ や スマ ッシ ュが決 まる と うれ しいな ど、楽 し くプ レイで き る種 目と して と らえ

られて い る。
ウ バ ドミン トン は、男 女 で一緒 に 楽 しむ こ とがで き 、 これ か らの授 業 、地 壊,家 庭 で や って みた い スポ ー

ツ と して 考 え られ て い る.
エ バ ドミン トンの 練習 や ゲ ーム を工夫 し、 シ『ヤ トル の コン トロ ールや ゲ ーム の楽 し さを 、男女 共 習 を生 か

した楽 しい授 業の 中 で学び とれ るこ とに よ り、意 欲 的な学 習態 度 を養 う こ とがで き ると考 え る。
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(2)特 性 〈バ ドミン トン ・卓球〉

① 一般的特性

ア ラケ ッ トで シャ トル コックや球 を打 ち合 う面 白さ と,ダ ブルスの ようにパ ー トナー と協

力す る楽 しさがあ る上・十分 な運動量 の得 られ る種 目であ る。

イ シ ャ トル コ ックの構造上,ス ピー ドの差 に よって微妙 な飛 ば し方がで きるので,必 ず し

も強い筋 力の持 ち主の みが勝利す る とは限 らない ゲームの面 白さがある。

ウ 風 がなければ,屋 内屋外 を問 わず,狭 い場 所で もゲームを楽 しむ ことがで きる。

工 技能 が高 まれば ス ピー ドのあ るプレーや技 巧的 なプ レーが展開 され るが,そ の反面,老

若男女 がその技能 に応 じて楽 しめ るので,健 康 のため に行 うスt° ツ種 目の中で も生涯 を

通 して親 しむ ことので きるスポー ツであ る。

② 生徒 か らみた特性 〈バ ドミン トン ・卓 球〉

ア 気軽 に打 ち合いで楽 しめ るス ポー ツであ り,経 験 してい くとラlj一 が続 いた りサ ーブが

きちん と入 った り,チ ャ ンスで スマ ッシ ュが決 まる等楽 しく男女 で競技 で きる。

イ 男女 共習で も比較的展開 しやす い スポー ツであ る。

ウ 生涯 ス ポー ツと して も比較的取 り組みやす いス ポーツであ る。

f3)指 導計 画作成上の留意点

① 地域 や学校の実態及 び生徒 の心 身の発達 段階や特性 を十分考慮す る。

② 運 動に親 しむ習慣の育成 を重視 し,男 女共 習,選 択制 を多 く取 り入 れ る。

③ 生徒一 人一人の興味 ・関心 に応 じた 自発的 ・自主的 な活動 の展開 とな るよ うチームテ ィ

ーチ ングや選択時数 など配慮 す る
。

(4}学 習指導 の工夫

① グルー プ内の役割分担 を明確 に し,準 備,整 理運動の工夫 や,リ ー ダーに よ る自主的 な

展開 の工 夫を生 か した学 習活動を通 して生涯体育へ と継続 的に親 しめ るよ う援助す る。

② 簡 易ゲー ムを中心 と し,グ ルー ピングの工 夫や学習 カー ドの利 用方 法 を助言す る。

③ 運 動の楽 しさや喜 び(特 性)を より深 く味わわせ るために,個 人の能 力に応 じた適切 な

助言 をす る。

④ 生徒 の提 案や希望 を生 か し,個 人 や グルー プの課題発 見か ら達 成への援 助をす る。

⑤ 球技 の特性 ・楽 しさに触 れ ることを基礎 ・基本 とし,生 徒の励みに なるよ うな評価が で

きるよ うに工 夫す る。
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(5)指 導計画〈第2学 年〉(バ ドミン トン ・卓球指導計画)

単 元 目標
・自分達で課題をっかみ、課題を達成す るために、それに応 じた練習やゲ ームがで きる。

・バ ドミン トン ・卓球の特性を知 りゲームを楽しむ ことがで きる。

・施設 ・用具の使い方を知 り、自分達で安全に練習やゲームができる。

段 階

た

め

す

ー

2
学
習

肛

学
習

ll

3

4

J

た

か
め

る

6

7

8

9

01

た

し

か

め

る

11

21

31

4h

学習内容

・単元のね らい

・学習の仕方

・概要、特性

・健康、安全

・ゲームの仕方

・オ リエ ンテ ー

シ ョ ン

基
本
技
能

を
中

心
と
し

た
学

習

簡
易

ゲ
ー

ム
を
中

心
と
し
た
学

習

正
規

の
ル
ー

ル

に
近

づ

け
た

ゲ
ー

ム
を
中

心

に
学
習

・まとめの評価

学習活動

課
題
を
さ

ぐ
る

課

題
を

つ
か
む

課

題
達
成

の
た
め

の
学

習
計

画

反

省

・
評

価

・学習のねらい

を理解す る。

・学習の仕方を

理解する。

・種 目選択をす

る。

・課題別 にグル
ープ作 りをする

・学習計画につ

いて話 し合う。

・課題達成のた

めの学習をすす

める。

・自己評価 ・相

互評価を行い、

次への課題をみ

つける。

・学習計画につ

いて話 し合う0

ア、簡易ゲーム

で学 習 した内容

を確かめる。

イ、うま くいう

た点、 うまくい

かなか った点を

把握する。
ウ、課題に即 し

た学習内容を把

握する。

・簡易ゲームを

中心にグループ
学習をすすめる
(必要に応じて

グループ再編成

)

・グループ別に

ゲームを中心 と

した学 習計画を

話 し合う。

・ゲームの運営

をする。
・学習カー ドの

凱
・みんなで運動

を楽 しむために

は次にど うすれ

ば良いのかをま

とめる。

試

し

の

ゲ

ー

ム

を

す

る

場

の
工
夫
を

加
え

て
の
ゲ

学習情報を生かした
指導

・学習カー ドによ り、

興味、関心 をもたせる

・視聴覚機器の活用に

より意欲、関G》をもた

せ る。
・こまでの学習経験を

生か した選択が できる

ように指導す る。

・基本的 な握 り方(持

ち方)の 模範 ・説明を

す る。

・効果的な練習方法を

紹介する。

・うま くいかない班 に

ついては、個人 ・班 に

応 じた学習方法を提供

す る。

・打球の軌跡(球 種)

にっいて説明す る。

て

制

、

ト

しつ

ン

に

イ

権

式

ボ

ス

形

。
一
ビ

制

ム

る

リ

一
点

一
す

ラ

サ

5

ゲ

明

、

、

、

・
説

ア

イ

ウ

・作戦パター ンを紹 介

する。

・正規のルールを参考

に紹介 し、個人 ・グル
ープのカに応 じたルー

ルでゲームを行 う0

・他のグループの創慮

・工夫を生か したゲー

ム(ル ールや運営など

)に っ いての情報を交

換 し合 う。

・他のグループとの対

抗試合とその方法を紹

介する。

場の工夫や声かけを生
かした指導

・今後の学習括動に見

通しが持てるような助

言をする。

・創意 ・工夫がで きる

ように施設、用具など

の紹介をする。

・これまでの技能、知

識をもとに楽 しくゲー
ムがで きるように援助

する。

・共通の課題別にグル

ープを作 る。
・コー トの使 い方、人

数ポ ジシ ョンなどにっ

いて説明す る。

・課題に向けて取 り組

みが適 していない班に

は、どこが適 して いな

いのか気づかせる助言

を し、場の工夫を指示

する。

・課題に応じた基本練

習ができるように施設

用具の工夫と助言を与
xる 。

・男女差、技能に応 じ
たゲームができるよう

に助言す る。

・ゲーム化 した時、こ
れまで習得 した技能、

工夫 した練習が生かさ

れていることに気づか

せる助言をす る。

・サーブの仕方、カバ
ーのf坊 、声のかけ合
いなどにっいて個 に応

じた助言をす る。

・教え合い、励 まし合

いがゲームを盛 り上 げ

る大切な要素であ るこ

とを助言する。

・ゲームがスムーズに

進 まない班は、何がそ

の原因なのか話 し合い

自分達のカで進め られ

るよ うに指導す る。

生徒一人一人の長所を
認める指導

。自己評価、相互評価
の仕方を理解し認め合

うことの大切さを指導
する.

・技能に応 じて良い点

を紹め意欲づけの一っ
にする。

・ゲームを してみてど

うであったか、互いに

話 し合う。

。各 自、今後の課題 を

さ ぐらせる。

・課題をみっけ、意欲

的に活勤 しているもの

はほめる。

・課題達成に向けて、

意欲的に協力 して練習

がで きている班は、個

別に評価する。

・自己評価 ・相互評価

を行 う中で、技能の達

成度 と班長の指示、ま

とまりについて評価を

与えさらに、次への課

題設定を促す。

・ゲームを通 して、自

己の達成度を確認で き

るような評価を与え る

・自主的に練習に工夫

を加え、練習の成果が

現れているグループに

は声をかける。

・ゲームの準備、ゲー
ムに直接関わ って いな

い者への役割分担が な

されているグループに

は全体の場で紹介 しほ

める。

・作戦通りにプ レーが

できたときは、ほめ る

と同時に他のグループ

に も紹介するP

・ゲームの中でね らい

通 りのプレーが見 られ

た らその場でほめる。

・自主的に進められた

班を評価し課題を達成
できた者を評価する。

.'く ドミン トン ・卓」求

の特性にふれ られたか
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(6)実 証授業指導 案 バ ドミン トン ・卓球.(14時 間中の8時 間目)

[本時のね らい] 。 一人一人やグループの能力に適 した課題を設定 し、意欲的 に練習す る。

。 施設 。用具の安 全に留意 し、お互いに協力 し楽 しく練 習す る。

・ 各 自やお互いので きば爵を評価 し、次回への課題を持てるようにす る。

導

入

10

分

展

学習の内容及び学習の活動

整列 ・挨拶 ・出欠の確認

準備運動 班 で行 う。

お互いの体調を確認 する0

本時の学習 内容 を理解す る。

用具 の準備 分担 された用貝を準備 する。
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学 習計 画の作成

*班 長を中心に、お互いの課題を班員 ど

うしが確認す る。

*各 班の課題にあ った練 習方法、ゲーム

のルールを、創意工夫 し学習計画を作 る

学 習計画による練習(生 徒が考えたもの)

バ ドミン トン

課題 「フ ットワー クをつかい シャ トル

に追 い付 くよ うにする」

1.2人 組でハ191アー・ヘアピンの練習。

2.3か 所 に打たれ たシャ トルを①②③

の順に素早 く移動 し打ち返す。

◎ ・<=

U

'② 防イブ(

0

一③ ヘアピン ↑

マ,シ.)

、イriア ー

◎ シャトルだし0(=)(=)(=)

3.ゲ ー ム練 習 。

ヴ 球

課 題 「ドラ イ ブ ・カ ッ トが で きる よ う

にす る」
'

1.二 人組 で ラ リー0

2.3台 に わか れ 練 習 。 ① 打 球 機 を使 い

連 続 で打 っ 。 ② 二人 組 で ラ リー の練 習

③ ゲ ー ム練 習 。1対1・2対2

0

① 打 球機 ②000

←O→OO

3.① ②③ を交替 で行 う。 ○

練習 ・ゲームを通 して、技能の習得な ど本

時の練習の成果を確 認する。

本時の反省 と次回の確認

学習ノー トによ り、 自己評 価 ・相互評価を し本時

の課題 の解決 ・今後の課題 を考える。

整理運動 ・片付 け ・挨拶 ・解 散

教師の働 きかけ (A学 冒檜鞭B場の工夫・声かけC便 漸)

*本 時の内容を理解する ことにより各 自の課題を持ちやす く

させ る。A

*協 力 し合 って楽 しく練習 できるように助言す る。B

*場 の設定や施設 ・用具の有効 な使 い方、安全面への配慮を

助言す る.B(練 習に必 要 と思 われ る用具を用意 してお く)A

*課 題を確認 しあい班ご とに共通 の課題を持 たせる。B

*う まく練習計画が作れない班 には、助言 ・指導する。AB

[い くっかの練習方法を紹介す ることによ り練習計画をた

てやす くす る。(学 習カー ド・示範)]

*班 長に は、事前に班の運営方法 を指導 してお く。B

*班 が協力 していたり円滑 な運営 をしていた ら声をかける.C

*生 徒が考えた学習計画より予測 され る教師の働きかけ

バ ドミン トン

*二 人組で ラリーが続かないもの に対 して打 ち方を示範 した

り、資料を提示 したりする。A

*2の 練習が うま くできない場合、次の ことを助言する。B

O球 だ しをす るとき、同 じ位 置にシャ トルが落下す るよ う

に行 う。Oシ ャ トルの落下地点 に速 く移動す る。0移 動 が

速 くで きない人には、 シャ トルを出す間隔を長 く、速 く移.

動す る人には、間隔を短 くシャ トルを出す。

*目 標物(シ ャ トルケー スなど)を 決 めて打っ と楽 しみなが

らも実践的であ ると助言する。B

卓球

*3種 類の練習の ローテー ションにつ いて人数 ・時間などを

工夫す るよう助言する。A

*ゲ ームをす る対戦柑手の配慮 を助 言す る。B

O同 等の技能を持つ者同士 の対戦。0技 能に差があ る場合

はルールの工夫。(例 上級者 は、技能を限定す る。 サー

ビスは、1種 類。フ ォアハ ンドのみ。 コー トの大 きさ等)

*打 球機の活用の仕方の助 言。AB

O技 能の レベルに合わせ、打球 の速 さ ・質 ・球出 しの方向

・間隔 などを助言する。○ 球拾 いの配慮 ・工夫。

*課 題 に適 していない ものや、 うまく練習で きない班には、

次の ことを助言す る。BO何 が うま くいか ないのか。課題

は何 か。 ○練習の ときの各自の役割分担 や打球の回数 ・

時 間などを決め るとスムーズに練習ができる。

*練 習計 画が うまくい ってい る班 には良い評価 をす る。C

*準 備や片付 け、球拾いなど進んで行っている者に は、声を

かける。C

*技 能が伸 びている ・努力を している ・協力 しているなど良

い ところを見っ けて声をかけ る。C

*自 己やグループのね らいが達成で きたか確認する。C

*次 の授 業に生 かす ように働 きかける。B

*協 力 しなが ら安全に練習で きたか確認する。C

一一1
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{7)バ ドミン トン学習 ノー ト 抜粋

[第 時]

時の自分の

題

月 日()

1.ゲ ーム

・ 簡易ゲー ムの方 崖を グループで話 し合 って きめ る
。

① コー トの使 い方

②綴点法 ラリー`イント か サイ権

⑪ki点 数

④人数 対

⑤その他 のルー ル

評価 で きた3,も う少 し2,で きない1

2、 練習

個人
T

ー

ム
●

1 自分の謬題を発見できたか

z 目分 の訟題 に応 じた計 画や ゲー ム ・練 翌がで きたか
垂

習 3 自分の課題が迷成できたか

技

能

1 今 もっている技能を十分に発揮できたか

2 自分の諜題連成のため新しい技能を身にっけたか

3 状況に応じた攻防の動 きができたか

幽

1 グルー プに協力 して で きたか

2 41極 的 にゲ ーム ・練習 に参加 できたか

3 自分の役割を貨任を もって果 したか

4
一
勝敗 ・判定 に対 して 、公正t;rF度 で望 めたか

S 全員楽 しくゲーム ・練習 に参加で きたか

6 安全に配距 して行えたか

駈

自分の課題は何か

グループ
一

i グループの課 題を発見 できたか'

2 全員 楽 しくゲーム ・練 習に参加 できたか

3 グループで 協力 してで きたか

4 グループ内で 各目の役割 を責任 を もって 果 したか

5 勝敗 ・判定 に対 して、 公正な嬉度 で塾め たか

メモ

バ ドミン トン資料 抜粋

10基 本綾習… シャ トル ・ラケ7ト になれる

① ンヤトル打ち上げ(迷 続)

∴ド
イ.す わって

エ .フ ゴア ・iK.Yク 交互 に

a

し3曳6
ち打

て

人

,

二

立

②

乳

i

H.グ ル ー プ操 習

① ス トレー ト灯 ち

a

Bウ
.高 く ・低 く

オ.壁 灯 ち

射＼

⑤ 炭 ろへ 移動 してt-r一 へ7冊1砂

r

…
し ロ�-,T.=,

⑤

・

重

イ.す わ って

篤袖

4

z

強 くFrつ(x7r%i・i,ン 」)

② クロ ス

ネ ッ ト近 くで待 ち、 俵方 に上 げ ら

れた シや トルを す ばや くさが り、 薦

下点 に 人 って打 っ.

9
-

Q
-

∬
イ

O
～

ー
ノ
!

OQ

oa

⑨iii後 の動きの連杭

..

gA

12.簡 易 ゲ ー ム

① コー トの 硬 い方 と 人数 例

ア イ .

高 く上げ られ た シャ トル を曲 く打

ち(ス7,r,).!1'3に 出て 騨 し込 む(1,

シ、)。

③,一 ど且d看一1{一へ,Fλ卜1卜,
'2

00

横 に移 動 し、す ば や く落下r:'.'に人

り高 く遠 くへ 打っc:)。 け,た と同

時 に、11'1に移 動 し弥 く(ス77シ」)

rrつ(イ)。

Aハ イ ク リア(i)と ドロ ・ノ

ブ(J)を 交 互 に灯 つ 。

aハ イ ク リア(z)を 打 ち 、前

に出 て ドロ ップ を レ シー ブ(a)

す る。

..

0

O

0

..

o

④ 前 へ移 動 して771-nlドxFu-7

'
0

1.ロ ング ハ イサ ー ビ ス

z.ハ イ クljア

i.が 下 が って 拾 う

●

1
-
1

、

・…-o・ …o

7一 ト俊方 で 待 ち、 ネ7ト 近 くの

iト ルを 前へ 出て 打 ち、 噸次 交 た

いす る。

工 .

キ.3対3

ぴ O

b-一

0

0

⊥ }

②

①

④

得点法

得点数

人数

オ

ク.2対4

ウ

¥¥

カ.

ラ リー ポ ィ ン トvi.サ_ブ 梅

3点 ・5点,7点 、9点 、時 問 制 、 その 他

1対1、2対2、3対3、2対4、 そ の他
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㈲ 本時の結果と考察

① 結 果

ア 生徒選択で行 うためバ ドミン トンと卓球の2種 目の希望調査を一人一人行った。生徒は

自分の希望する種 目を行 ったせいか,意 欲的に学習に取 り組んでいた。

イ 毎時間,学 習ノー トを点検 したことにより,グ ループや一人一人の課題 ・学習の様子が

確認で き,生 徒に対す る働 きかけや評価の参考になった。

ウ 学習ノー トを使用す ることにより,生 徒が自分の課題を見つけやす くなった。

工 学習情報を多 く提供 したり施設 ・用具を充実することにより,生 徒が学習計画を作成す

る上で創意工夫が しやす くなり相互の協力や意欲的態度が見 られた。

オ 場の工夫をすることにより,練 習や創意工夫が しやす くなり,安 全面でも配慮が見 られ

る。

力 男女共習の授業のため,グ ループ編成も男女混合になり,初 めは,授 業形態に戸惑いを

見せていた。 しか し,授 業を進めるうちに課題達成のために相互に協力 して学習に取 り組

んだ。

② 考 察

ア バ ドミントンと卓球は,た いへん親 しみやすいスポーツであるが,グ ループや一人一人

の課題を明確に しておかないと,た だ楽 しんでい るだけで終わってしまうので,自 己評価

や相互評価をしっか りと行わせることが大切 である。

イ 生徒が主体的`ζ授業に取 り組み学習計画を作成する上で,さ まざまな学習情報(基 本技

能や練習方法等)の 提供や施設 ・用具の充実,場 の工夫が大切である。

安全面でも場の工夫をす ることが有効であった。

ウ グループ学習を進 めるうえで,活 動の中心 となるリーダーの育成 ・指導が大切 である。

工 生徒の自主性や創意工夫を生か した授業を行 うためには,生 徒の活動に合わせた教師の

適切な働 きかけなど指導の工夫が重要である。

オ 男女共習授業では,男 女別 々に小 グループ化 しがちだが,男 女が互いに協力 し合うよう

な雰囲気つ くりが大切である。
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W研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

1研 究の'まとめ

「生徒一 人一人 が課題 を持 ち,意 欲的 に学 習す る指導の工夫 」を主題 に掲 げ,ね らいに,課

題の持 たせ方 の工 夫 ・指 導方法の工夫の2つ をお き,仮 説 と して,よ り多 くの学 習情 報の提供

・適切 な場 の工夫 と助言 ・良い と ころを認 めるの3つ で,研 究 ・実証授業 を進 めて きた。

(1)生 徒一人一人 の課題 に応 じた学 習情報 をよ り多 く提供 す ることで,課 題 の発 見や解決 がで

きるよ うにな り,意 欲 的な学 習態度 が形成 された。

② 学 習カー ド(ノ ー ト)を 利用す ることで,個 人や グルー プの課題 がは っ きりした。

(3)用 具 や器具等 の場 を工夫 す ることに よ り,学 習 しやすい環境 を作 り,積 極的 な学 習態度が

形成 され た。

(4)技 能 の向上や課題解決 のための方 法な ど,適 切 な助言 や声か けをす るこ とによ り,生 徒 が

や る気 をだ し,意 欲的 にな った。

⑤ 生徒 が 自己評 価や相互 評価 を行 うことで,課 題 の達成度 や楽 しみ方の確認が で きた。 また,

一人一人 の生 徒 の良い ところに 目を向 けた教 師の評価 を行 うことに より,生 徒 が意欲的 に学

習に取 り組む ことがで きた。

(6)選 択制授業の 中で,個 に応 じた指導が深め られ,一 人一人 が意 欲的 に授業 に取 り組ん だ。

(7)男 女共 習授 業 によ り・.男 女 の特性 の理解 が深 ま り・共 に協力 す る力が生 まれ てきた。

2今 後の課題

本研 究に取 り組 むにあ た り,「 器械 運動 」「陸上 競技 」「球技 」の3つ の領域を取 り上 げた

が,生 徒 が生涯体育 ・スポーツを 目指 し,主 体的に学 んでい け るよ う,基 礎 的 ・基本 的 な知識

・技能 を身につけ るとともに,運 動 を選 択す る能力の育成,運 動の選択 の仕 方 ・楽 しみ方 を習

得 してい くことが重要で あ る。今 後 の課題 として,次 の ことについて研 究を深め る必要 がある。

(1)年 間計 画を作成す るにあた り,自 己選択能 力を十分 に発揮で きるよ う,運 動種 目の選 択肢

の幅 をで き るだけ広 げ るための工夫。

② 短時間 で記入 がで き,効 果 的かつ機能的 な学 習カー ド(ノ ー ト)や 主体 的に学 ぶ ことので

きる学 習資料 の工夫。

(3)男 女共 習におけ るグルー プ編成の工夫 と リー ダーの育成。

(4)楽 しく学 習す るための安全 に対す る指導や施設 ・用具 の工夫 と活用。

(5)授 業 内におけ る・ 音楽 や リズム(BGM)の 効果的 活用法。
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